
各会の総会が終了して１月余。県連３ケ年計画の

最終年にあたり、全県の団結で何としても３００会

員を回復しようと、各会の会長・事務局長・拡大担

当役員・県連理事を対象に第３回(拡大)理事会を善

通寺市民会館で開催し、７会２１人が参加して熱く

論議しました。

◎ ５月の増減は、山歩会＋１

(女29ＳＮＳ)、塩飽＋１(女75

紹介)－１の２－１。累計では

＋６９－６９で出発点に戻った

が、会勢を維持している。

◎各会から総会報告及び意見交

流。会員拡大と今年度の重点方

針について発言があり、どの会

も前向きな意見であった。

《発言の要旨》

■高松労山(川尻会長) 今年

から会のＨＰに一般参加登山募

集要項(年間)を掲載し、毎月の

山行をブログに載せている。

「ＨＰを見たんだけど」とアク

セスあり。総会に一人見学者が

いたほか、複数問合せがある。

まだ、一般登山参加や入会に至っ

ていないが、ＨＰの成果が上っ

てきている。

■さぬき山歩会(谷本会長) 最

近、20代40代の若い会員が入会

し、会も変わってきている。若

い会員が続けていけるように考えていくことが今後

の課題。平日山行＝平日クラブと名付けて例会とし

て始めた。また、県連が提起したヤングメンバーズ

に期待している。入られた会員にも伝えて、会を越

えて行ってもらえたら良い企画。

■高松ＨＣ(市原会長) 島巡りや近場の里山歩きで

は、新しい会員の期待にそえる会ではない。高齢化

の現状で新しい会員は望めない。ハイキングクラブ

はゼロから出発したい。

方針として、ＨＰを立ち上げ、きちんとした運営
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☆安全で意欲的な山行をもっともっと旺盛に

☆讃岐山脈ﾛﾝｸﾞﾄﾚｲﾙの調査・整備を完成させよう

☆３ｶ年計画最終年。300名を必ず回復しよう

四国ﾌﾞﾛｯｸ交流ハイクを｢ﾌｧｶﾞｽの森｣で開催

【参加者】 香川：19人 高知：10人 愛媛：3人 徳島：15人

講師：3人 一般：1人 計51人 徳島：ﾌｧｶﾞｽの森にて

(高松② 坂出① 塩飽⑦ 善通寺④ あけぼの⑤)

☆５/18（土） ・講演会 予定の３氏が３講演 ＋懇親会

１)「風力発電計画と高城山周辺の自然」

飯山直樹（徳島保全生物学研究会）

２)「野鳥と風力発電」三宅武（日本野鳥の会徳島県支部）

３)「風力発電が地域に与える影響」黒田太士（えひめ風車ＮＥＴ）

自然と風力について活発に議論され理

解が深まった。このような山中に、しか

も軟弱地盤に大規模な風力発電が計画さ

れるのは国内でもめずらしいとのこと。

近くに民家がない、保護法制の網がかかっ

ていないことが狙い目らしい。

◎夕食交流会は、ファガスの森・高城の地下足袋王子こと平井滋さんの料

理（鹿、猪など）に舌鼓を打ちながら十分すぎる交流（酒盛り？）があ

りました。

☆５/19（日） ・朝食後、小雨ながら各斑ごとに山行。昼ごろ流れ解散。

◎交流山行 高城山：17 砥石権現：17 樫戸丸天神丸：11 計45人



をやって行く。また、全員が会運営

に携わる会に戻して行きたい。山に

連れて行ってもらう会員はとらない。

また、新会員を増やすため、新しい

方針を反映したチラシを登山用品店などに配布して

会員を募る。これから新しいハイキングクラブの歴

史を作り、１０年後には次の方に渡したい。

■塩飽(池内代表) ひとり一役、役割分担、会員

が会運営を支える。アンケートを実施、希望の部会

に所属し活動している。会独自の登山学校に挑戦。

今年一年準備期間として、来年開催に向けて研究中。

会員が楽しめるバス登山を計画。７月に乗鞍市民

登山、秋に三徳・投入堂など。讃岐山脈縦走も、今

月13回目、大坂峠から「道の駅とよはま」迄全区間

を終了する。

ネットサイトに会員募集投稿で、３名の会員が入

会。広報委員会で、更に広報について検討中。

(高寺組織部長) 昨年は、チラシ、名刺、バッジな

どアッピール材料を作ったので、それを広げていき

たい。

■善通寺(村上会長) 会員拡大について継続して

やって行くために、一般の人を対象にした(年間)拡

大山行の実施。ＳＮＳを利用して、会のＰＲ。名刺

を作成し、山に登った時に県内の登山者に話しかけ、

「よかったらご覧ください」と勧めている。

エンジョイ登山学校を今年再開し、会員拡大に繫げ

て行きたい。

(阿部拡大委員長) ＨＰをいろいろ勉強し、県連Ｈ

Ｐの方に案内を載せて努力していきたい。

■あけぼの(横田理事) 市民ハイキング講座の成功。

観音寺ＨＣも一緒に

なって、会員拡大す

るんやと頑張ってい

る。講師を会員がやっ

ている。

来年４５周年を最高

会員で迎える決意。

安全登山の徹底。リー

ダー養成で、リーダー

が出来るようしっか

り安全登山を提供し

ていきたい。

ＨＰについて、県連

方針で３月に講習会

をして頂いたので綺

麗に出来るよう担当

者の方で取組んでいる。

(前川組織部長) お試し入会について、ハイキング

講座に合わせて、今年の総会で検討を決めた。いき

なり入会というと敷居が高いと感じている方も、(定

例山行に一般の方も参加することがあるが)「お試し

入会」してから、心構えを持って参加してもらう。

そうすれば、登山学校から入会につながるのではな

いか。

■さかいで(植松会長) 総会は９割ぐらいの会員

が参加して、会員が役割分担を明確にして会の運営

に携わる。

城山トレキングマップが完成したので、配布してイ

ベントに繋げていく。

例会で、ワンポイント講座を実施。テーマを決めて

会員が講師を務めて行う。

２年前の登山学校卒業生が、山行に参加しているが

入会しない人が何人かいる。繋がりを継続している。

昨年高松登山学校で、有望な方でまだ入会していな

い人が４〜５人いる。是非積極的に誘って下さい。

■観音寺ＨＣ 県連登山学校に１０人程、講義も

実技にも参加。２～３回山に行けたら、何人か誘え

ると頑張っている。あけぼの主催の勉強会にも参加

し、元気が出て来ている。

■Yahooブログサイト閉鎖の件

(阿部会長) Yahooの方で、５月位に移行システムが

提供される。それが出たら、一旦ハミ出す仕組みを

出してくれるのでそれを待っている。確認して、後

は登録する。また、メデｲア委員会で取り上げて行く。
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労山四国ブロック

遭難対策講習会のご案内
日時：６月２３日 10時～15時

◇講演①：元気で登山を続けるために 疾病と登山
沼田久美子医師(全国捜対委員)

◇講演②：ヘリ救助の基礎知識 高知県消防防災航空隊

◇講演③：デジタル簡易無線のススメ 八重洲無線

会場：高知市中央公民館（かるぽーと） 11階



■山歩会の細川新事務局長より

(細川事務局長) ２年前定年退職を機に、山登りに

関心があり入会。入会に当ってネットで〝高松市登

山〟で検索したら、山歩会と他２つのクラブがあっ

た。例会で話しを聞かないことにはと、山歩会の例

会に参加したら、話を聞いて帰るつもりが、〝ここ

だったら大丈夫だなあ〟と思いその場で入会した。

仕事の関係で1年目はなかなか山に行けなかったが、

昨年２年目で仙丈岳に行かせてもらった。

会員の中で、自分も含めて志気を変えなかいかん

との思いで役員になった。いろいろな年齢とかある

が、登山をしたい思いは皆さん一緒だろうと思う。

それをうまく会に参加してもらう方法は、余り堅苦

しくない感じでやりたい。

■若い人の会員拡大について

(細川事務局長) ３月２５才の男性が入会した。単独

登山していた青年だが、私の紹介で入会した。

会員が自分の周りで声掛けする。会員自体の人間関

係を利用してする方が早いのではないか。そこは会

員自身がすることではないか。

(阿部会長) ＨＰやＦＢで、個人情報のことで顔を

隠すパターンが多くなっているが、山歩会では隠さ

ない。特にＦＢで顔を隠すことは大変だが、顔の表

情を出したものを掲載する。

そしたら、４月５月に４４才と２９歳の女性が入会

して来た。聞くと、お花と顔を見て〝ここだったら

いいね！〟と入会した。会には、公式のＦＢとＨＰ

があり、Searchすると会のＨＰに当る。ＨＰからＦ

Ｂにリンクして入会に繋がった事例。「会員以外は

顔を出さない、会員は顔を出すよ」というのが会の

ルールにしている。

(塩飽・高寺組織部長) 山に小道具を持って行った

り、見た人が楽しくなる写真を掲載している。顔が

見えると安心感がある。ＨＰやＦＢについて、〝声

かけてみようかな〟と思う編集を心がけている。

■ヤングメンバーズクラブについて

(善通寺・柏原運営委員長) 各会の若手を集めて若

手の意見を聞いて、どういうものがよいか選択して

考える。

最初に、県連が呼びかけて、期日や良さそうな山を

決めてもらい意見を聞く機会を作って下さい。決め

てくれれば、あわせて調整したい。

ヤングメンバーの対象は、５０才未満ではなく５０

才以下とする。

(山下理事)会員の年齢構成について、秋頃、再調査

したい。

■その他

(高松・井上昇) 会の名前について、サブネームを

作ったら良いのではないか。時世に合わせてドライ

スチックなネームに、例えば、エーデルワイスとか。

(阿部会長) さぬき山歩会も会の名前を変えた。各

会の考えなので、各会で決めて下さい。

ホームページの場合は、サブネームの設定可能。

(善通寺・村上会長) 個人山行はまあまあ多い。

自分のレベルより一段低い所を選んでいくので、伸

び代が無い。定例山行は必要。企画の段階で、然る

べきリーダーを当てることが出来る。会の力量を試

すきかいにもなる。
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会 名 山域 時間 集合場所
◎高松労山 大滝山 8:30 大滝山入口第一駐車場
◎高松ハ 龍王山 9:00 旧奥の湯温泉駐車場
◎山歩会 女体山 8:30 道の駅ながお北側駐車場
◎五色の峰 紅ノ峰 9:00 香川県総合運動公園駐車場
◎さかいで 城山 8:00 さかいで山の会事務所
◎塩飽 飯野山 8:00 飯野コミニティーセンター
◎善通寺 善通寺 : 0 大麻山登山道整備
◎あけぼの 七宝山 8:00 高屋神社駐車場
◎観音寺ﾊｲｸ 〃 〃 〃

第13回｢山の写真展｣のご案内

観音寺あけぼの山の会の恒例行事で

ある写真展⑬が開催されます。お気軽

にお寄り下さい。

☆６月２日～９日 月曜休館

☆観音寺中央公民館 一階



4 / 2 2～ 5 / 2 6の 山 行 内 容 ６ 月 予 定 ７ 月 予 定会
名 月 日 山 行 名 Ｃ Ｌ 参 加 日 山 行 名 日 山 行 名

0 4 / 2 2 ☆ 鷲 ノ 山 三 宅 1 + 2 0 1 ◎ 大 滝 山 キ ャ ン プ
/ 2 6 - 3 0 ☆ 石 鎚 山 ﾛ ﾝ ｸ ﾞ ﾄ ﾚ ｲ ﾙ 高 木 1 0 2 ◎ 大 滝 山 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ﾊ ｲ ｸ 0 7 ◎ 東 赤 石 (一 般 参 加 )
/ 2 7 - 0 3 ◎ 薬 師 岳 ～ 立 山 三 谷 ﾄ 2 0 9 ◎ 川 井 峠 雲 取 山 1 3 - 1 4 ◎ 沢 登 り － 逆 瀬 川
/ 2 8 ･ 2 9 ◎ 権 田 山 ・ 阿 波 平 家 山 川 尻 4 1 8 - 8 / ☆ ｲ ﾝ ﾄ ﾞ ﾋ ﾏ ｰ ﾙ ｽ ﾄ ｯ ｸ ｶ ﾘ ﾝ高

0 5 / 0 3 ☆ 赤 星 山 井 上 3 2 2 ◎ 高 知 岩 登 り 2 7 - 2 8 ◎ 沢 登 り
/ 0 3 - 0 5 ☆ 由 布 岳 藤 田 ﾌ 2
/ 0 4 ☆ 天 狗 塚 本 多 1松
/ 0 7 ☆ 剣 山 ･次 郎 笈 ･新 九 郎 山 井 上 1
/ 1 2 ☆ 皿 ケ 峰 井 上 3
/ 1 8 ･ 1 9 ◎ 四 ブ ロ 交 流 ハ イ ク 高 城 山 藤 田 ﾌ 2
/ 1 9 ☆ 黒 笠 山 井 上 1
/ 2 2 - 2 6 ☆ 武 奈 ケ 岳 ・ 御 在 所 岳 井 上 1
/ 2 6 ☆ 矢 筈 山 藤 田 ﾌ 2

0 5 / 0 2 - 0 5 ☆ 立 山 1 0 2 ◎ 竜 王 山 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ﾊ ｲ ｸ高
/ 1 9 ☆ カ ガ マ シ 山 1 1 6 ◎ 豊 島 壇 山 ハ イ クハ

0 4 / 2 8 ◎ 鋸 山 ～ 豊 受 山 阿 部 1 5 + 1 0 2 ◎ 女 体 山 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ﾊ ｲ ｸ 0 6 ◎ 伊 予 富 士
0 5 / 0 2 - 0 5 ◎ 北 ア 立 山 阿 部 7 + 1 1 2 - 1 5 ◎ 北 ア ： 蝶 ケ 岳山

/ 0 7 ◎ 阿 波 矢 筈 山 山 下 2 1 6 ◎ 堂 山 縦 走 ◎ 平 日 ：歩
/ 2 3 ☆ 大 相 山 山 下 1 2 4 ◎ 西 赤 石 山 2 8 ◎ 剣 山会
/ 2 6 ◎ 銅 山 峰 阿 部 5

0 4 / 2 3 ☆ 金 剛 山 ハ イ ク 塚 原 1 +α 0 1 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ Ｔ
/ 2 6 - 2 9 ☆ 残 雪 の 毛 勝 山 塚 原 1 +α 0 2 ◎ 紅 ノ 峰 ｸ ﾘ ﾝ ﾊ ｲ ｸ
/ 2 7 ◎ 鬼 岩 屋 Ｒ Ｃ 宮 内 3 0 8 ☆ 三 嶺 ｺ ﾒ ﾂ ﾂ ｼ ﾞ
/ 2 7 - 2 8 ☆ 寒 峰 ～ 剣 山 ～ 天 狗 塚 田 中 1 1 5 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ Ｔ五

0 5 / 0 1 ◎ 西 赤 石 ア ケ ボ ノ 宮 武 ｱ 4 2 2 ◎ 高 知 の 岩 場 Ｒ Ｃ
/ 0 2 - 0 6 ☆ 高 知 の 山 巡 り 宮 武 ｱ 2 2 7 - 2 8 ◎ 石 鎚 北 壁 Ｒ Ｃ色
/ 0 4 ◎ 紅 ノ 峰 Ｒ Ｃ Ｔ 宮 内 2
/ 0 9 ☆ 烏 帽 子 岩 Ｒ Ｃ Ｔ 塚 原 1 +αの
/ 1 1 - 1 2 ◎ 備 中 の 岩 場 Ｒ Ｃ 宮 武 ｱ 6
/ 1 3 ☆ 船 通 山 ハ イ ク 塚 原 2峰
/ 1 6 ☆ 烏 帽 子 岩 Ｒ Ｃ Ｔ 塚 原 1 +α
/ 1 8 ◎ 拇 岳 Ｒ Ｃ 宮 武 ｱ 5
/ 2 6 ◎ 筒 上 ～ 手 箱 山 ｼ ｵ ﾔ ｼ ﾛ 宮 武 ｱ 4
/ 2 6 ☆ 瓶 ケ 森 ・ ハ ト 谷 田 中 2

0 5 / 0 2 ◎ 東 赤 石 ～ 西 赤 石 山 末 包 4 0 2 ◎ 城 山 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ﾊ ｲ ｸさ
/ 0 3 ◎ 堂 ケ 森 ～ 石 鎚 山 桑 野 3 0 8 - 1 1 ☆ 男 体 山 ･日 光 な ど 0 7 ◎ 東 赤 石 ～ 西 赤 石か
/ 0 5 ◎ 西 赤 石 山 交 流 植 松 3 + 6 0 9 ☆ 大 滝 山 ～ 中 山 峠 1 5 ◎ 三 鈷 峰い
/ 1 2 ◎ 大 和 葛 城 山 村 井 4 1 6 ◎ 黒 笠 山で

2 3 ◎ 五 岩 山 ・ 洞 雲 山

0 4 / 2 7 ◎ 赤 星 ー 翠 波 ｶ ﾀ ｸ ﾘ 関 1 4 + 1 0 1 ◎ 岩 ト レ 大 屋 冨
/ 2 9 - 0 5 ◎ 屋 久 島 宮 之 浦 岳 縦 走 高 寺 5 0 2 ◎ 飯 野 山 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ﾊ ｲ ｸ 0 6 - 0 7 ◎ 千 屋 牛 ＋ ｹ ｰ ﾋ ﾞ ﾝ ｸ ﾞ

0 5 / 0 3 - 0 4 ◎ 三 瓶 山 山 内 5 0 8 □ 山 サ ロ ン -出 前 講 座 1 3 - 1 5 ◎ 市 民 登 山 ： 乗 鞍 岳塩
/ 1 2 ◎ 三 嶺 吉 田 3 0 9 ◎ 丸 笹 山 ～ 赤 帽 子 山 2 0 □ ビ ア パ ー テ ィ ー
/ 2 5 □ 山 ｻ ﾛ ﾝ -自 然 観 察 田 中 1 5 ◎ 岩 ト レ 大 屋 冨 2 7 - 2 8 ◎ 肉 淵 渓 谷
/ 2 6 ◎ 讃 岐 ト レ ⑬ ～ 大 谷 山 林 1 6 ◎ 綾 歌 三 山 （ ﾄ ﾚ山 ） 横 倉 山飽

2 2 ◎ 岳 人 の 森 ～ 砥 石 ? 谷 の 里
3 0 ◎ 西 赤 石 山 （ ﾄ ﾚ山 ）

0 4 / 2 6 - 2 8 ☆ 御 嶽 山 中 村 ﾑ 2 0 2 ◎ ｸ ﾘ ｰ ﾝ ﾊ ｲ ｸ 0 5 - 0 8 ☆ 知 床 硫 黄 岳
0 5 / 0 3 ◎ 堂 ケ 森 平 村 3 0 8 ◎ Ｒ Ｃ Ｔ 0 6 ◎ Ｒ Ｃ Ｔ善

/ 0 3 - 0 6 ◎ 堂 ケ 森 ～ 笹 ケ 峰 久 保 田 5 0 9 ◎ 拡 大 ： 黒 笠 山 0 7 ◎ 拡 大 ： 三 嶺
/ 0 3 - 0 4 ☆ 天 狗 塚 ～ 三 嶺 中 村 ﾚ 2 + 2通
/ 0 5 ◎ 公 開 山 行 西 赤 石 山 石 川 1 0 + 2 1 8 - 2 6 ☆ ﾖ ｰ ﾛ ｯ ﾊ ﾟ ｱ ﾙ ﾌ ﾟ ｽ 2 1 ◎ 教 室 ： 塔 の 丸
/ 1 9 ◎ Ｒ Ｃ Ｔ 三 野 4 2 3 ◎ 教 室 ： 寒 風 山 拡 大 2 8 ◎ 沢 登 り ：寺 （ ）
/ 2 6 ◎ 教 室 城 山 ～ 猫 山 大 井 1 0 + 8

0 4 / 2 3 ☆ 鋸 ～ 豊 受 山 岩 倉 2 0 2 ◎ 七 宝 山 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ﾊ ｲ ｸ
/ 2 8 ☆ 京 都 ト レ 黒 河 1 0 8 - 0 9 ◎ 平 治 岳 0 7 ◎ 岩 黒 ～ 手 箱 山
/ 2 8 ◎ 実 技 ① － 鋸 山 安 東 1 4 + 1 2 1 5 ☆ 石 鎚 山 東 陵

0 5 / 0 2 - 0 5 ◎ 木 曽 駒 ケ 岳 山 下 ﾏ 6 2 1 ◎ 天 狗 塚 ～ 三 嶺 2 1 ◎ 二 ツ 岳 ト レ 山あ
/ 0 3 - 0 4 ☆ 剣 山 ～ 天 狗 塚 石 川 ｼ 3 3 0 ◎ 実 技 ③ － 皿 ケ 嶺 2 3 - 2 5 ☆ 西 穂 ～ 奧 穂 ～ 前 穂
/ 0 5 ◎ 西 赤 石 井 原 4 2 8 ◎ 実 技 ④ － 剣 山け
/ 0 6 ☆ 堂 ケ 森 土 屋 1
/ 1 0 ☆ 余 木 崎 ～ 大 谷 山 田 中 4ぼ
/ 1 0 ☆ 東 三 森 山 安 東 1
/ 1 7 ◎ 中 津 山 岩 倉 5の
/ 1 9 ☆ 徳 島 ： 津 志 嶽 石 川 ｼ 1 +α
/ 2 5 ☆ 大 分 ： 万 年 山 岩 倉 1
/ 2 6 ◎ 実 技 ② － 銅 山 越 ﾂ ｶ ﾞ ｻ ﾞ ｸ ﾗ 安 東 1 5 + 8

0 4 / 2 8 ◎ 実 技 ① － 鋸 山 ｶ ﾀ ｸ ﾘ 石 井 1 0 + 9 0 2 ◎ 七 宝 山 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ﾊ ｲ ｸ観
0 5 / 0 5 ◎ 東 光 森 山 十 鳥

/ 2 6 ◎ 実 技 ② － 銅 山 越 ﾂ ｶ ﾞ ｻ ﾞ ｸ ﾗ 石 井 1 1 + 6 2 4 ◎ 実 技 ③ － 皿 ケ 峰 2 8 ◎ 実 技 ④ － 剣 山Ｈ
0 5 / 1 8 - 1 9 ◎ 四 国 日 交 流 ﾊ ｲ ｸ 高 城 山 2 3 ◎ 四 国 遭 難 対 策 講 習 会県

高 ② さ ① 塩 ⑦ 善 ④ あ ⑤ 1 9 / 5 1 2 9 - 3 0 ◎ 沢 救 助 隊 訓 練連
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☆１２日(水)１９時半～ 県連盟三役会 塩飽

☆１８日(火)１９時～ 市民ハイキング講座③ 観音寺

☆１９日(水)１９時半～ 県連盟第４回理事会 高松

☆２３日(日)四国Ｂ遭難対策講習会 高知
☆29土･30日 救助隊 沢での搬出訓練
☆３０日(日)市民ハイキング講座実技③ 皿ケ峰 ｻｻﾕﾘ

(４) ろうさんＫＡＧＡＷＡ 県連盟だより №５３－３ 2019.5.27


